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◆地方分権の意味
　去年の2010年に参院選挙がありました。どの

政党も「地方分権」を1つの政策的流行のように

主張します。それならば、どんなに分権しても地

方政治では扱えない国防・外交について、国政選

挙の候補者たちは語るはずなのです。地方分権と

国防・外交は両方語って一組の関係です。

　しかし、参院選挙を通じて聞こえてきたことは、

消費税の話や民主党政権に対する批判ばかりでし

た。国防・外交について、選挙戦を通じて活発に

議論の対象となったという印象がありません。だ

からこそ、「地方分権は政策的な流行に過ぎない」

と、私のような地方議員に茶化されるのです。

　地方分権を言っておきながら、まず第一に福祉

を語るなんてことは、論理の整合性から言っても

ありえません。

　親が子どもに、「あなたのやりたいように自由

に生きて良いんですよ」といいつつ、

　「高校は○○高校に行きなさい。

　　　　大学は△△大学へ行きなさい」

と言うようなものです。

　票につながりやすいと考えられている福祉・年

金・教育などが国政において真っ先に語られてい

る日本政治の不毛さによって、国防・外交が語ら

れないのと同様に、地方分権も真剣には考えてい

ないのです。

　しかし、どれほど国民の関心が少なかろうと、

国防・外交に関して論じない国会に何の意味があ

りましょうか。日本政治の危機とは、まずは眼前

の政敵となる他党を追い込むこみ、有権者の票を

より多く集めることに「しか」関心がない議員が

多すぎることです。
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尖閣事件に端を発して、日本の国防・外交を考える……1タバコの煙でお悩みの方は、
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護法」なる法律があるが、はたしてその法律はう

まく機能するのであろうか。

　その主旨は正に、公益を確保するために、職務

違反を行った者に対して、その者の身の安全を保

証し、職務違反を行ったことによる不利益を回避

させ、仮に何らかの弁償などの責任が発生した場

合は、国なり地方自治体などの公の組織が、その

肩代わりをするなどの保証が求められる。公益確

保の度合いに応じて、報奨金などの制度があって

もいいとも思う。

　村木厚子氏を巡る一連のでっち上げ捜査なども、

内部告発があったからこそ発覚したような事件で

ある。通常、重職にある者は、重職故に、その重

職にしがみつき、大義を忘れ、目先の私益に走り、

公益を忘れた行動を犯しがちである。

　どんな職種であれ、その独善的な業界の慣例な

り、常識なりが、一般社会で通用するとしたら、

大間違いである。そこには、一般常識で考えて、

公益を優先した行動が賞賛されてしかるべきである。

　今回は、尖閣ビデオ映像による衝撃度もさるこ

とながら、このビデオを勇気ある決断によって公

開してくれた「sengoku38」氏に対して、私は最

大限の賛辞を贈る。それと共に、きっとその人物

は、自分が誰かなどは名乗りはしないだろうが、

一般生活上、この勇気ある行動によって、不利な

扱いを受けないで、これからも職務と公益に忠実

な仕事をしていただきたいと願うばかりである。

　たとえどんなに民主党政府が腰抜けだろうとも、

リクスを省みない勇気ある現場の日本人が、この

日本にはまだまだたくさんいることを、今回の尖

閣ビデオは、裏メッセージとして、我々に教えて

くれた。勇気ある日本人に続こう。少しの勇気と

行動力を持って、今の民主党政権には期待できな

い、真っ当な外交を、国民の手に取り戻そう。
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　当時の私がどれだけ興奮して、自分の思いを訴

えていたかが、おわかりいただけたでしょう。

◆「sengoku38」に対する批判
　公務員は職務命令に基づいた行動だけが正当性

を持つのであって、どんなに義憤に駆られても独

自判断で動くことは絶対に許されない。暴力装置

（警察や自衛隊など）に所属する者ならば尚更で

ある。

　尖閣ビデオ流出事件に関する直接的なコメント

ではありませんが、作家の塩野七生氏は、軍隊を

以下のように考えています。

「日本に帰国中に読んだ新聞の記事に、自衛隊は

政治の駒か、と題したものがあった。私だったら

これに、次のように答える。そう、軍隊は国際政

治の駒なのです。そして、駒になりきることこそ

が、軍隊の健全さを保つうえでの正道なのです、と。

それゆえに、軍務に就いている人の誇りを尊重す

る想いと、その軍務は国際政治の駒であるとする

考えとは、少しの矛盾もないと思っている。」

（塩野七生「日本人へ　リーダー篇」文春新書　

P.59　「戦死者」と「犠牲者」より）

　どんなに国民の支持が多くても、駒になりきれ

なかった「sengoku38」に対する知識人たちの批

判はかなりあります。

　賞賛と批判。共に納得できる意見があり、判断

に迷った場合、私は相手の立場で考えて、正否ど

ちらかを選択します。今回の相手とは支那中国の

ことです。

　尖閣ビデオが流失して、支那中国は喜びました

か。それとも困りましたか。間違いなく後者が正

解です。尖閣ビデオの映像が、「海保の船から漁

船に衝突してきた」という支那中国の嘘を完全に

突き崩したのです。これが日本の利というもの

です。

　つまり外交原則で言えば、「相手の嫌がること

こそ正義」なのです。やはり尖閣ビデオは日本国

民に公開されて良かったのです。ここに改めて私

は、日本国民の一人として、「sengoku38」の身を

賭した勇気と行動をたたえます。

　いつ見ても、日本の国会は内政の話題ばかりです。福祉・年金・教育、どれも重要なテーマで
あることは否定しませんが、国会だからこそ、もっと国防・外交について語り合うべきでしょう。

尖閣事件に端を発して、日本の国防・外交を考える
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2月19日（土）　13：00～

自宅事務所にて茶話会を行います。
気軽に田中けんとお話しください。（予約制）
ご興味ある方は、事前にご連絡をください。
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　どの政党であれ、地方分権を是とするならば、

地方に任せるべき政策は、極力語ることを止めて、

その分だけ数多く、国防・外交について語るべき

なのだと、私は思うわけです。

◆海上保安庁について
　尖閣諸島中国漁船衝突事件における一連の事実

からも明らかなように、日本の国境を実際に最前

線で守っているのは、海上自衛隊（以下、海自）

ではなく、海上保安庁（以下、海保）です。海保

による支那中国人船長の逮捕で、「尖閣諸島は支

那中国の領土だから、この様な対応は止めよ」と、

支那中国は抗議しました。

「船長の逮捕で外交問題化するのは必至の情勢だ。

同保安部はヂャン船長の身体を8日早朝に石垣市

に移し、取り調べを本格化させる」

　当時の新聞記事では、このように言われていま

したが、外交問題にしたいのは支那中国の主張で

あって、日本の立場ではありません。

　この問題は、支那中国人による漁船が日本国内で

違法操業し、それに対して海上保安庁が適切に対応

したという「内政問題」として処理すべき問題でした。

　しかし、結果は海保の努力むなしく、証拠とな

る衝突漁船は返してしまい、勾留延長期限が5日

間残っているにも関わらず、海保が命がけで逮捕

した船長も釈放してしまったのです。

　船長釈放の決定は、検察独自の判断であり、こ

の判断を容認し、この決定に政府は関係していな

いと仙石由人官房長官は強弁しました。

　ちなみに日本人が逮捕された場合は、被疑者の

ほとんどは最長の23日間勾留されます。同胞で

ある日本人の人権よりも支那中国人の人権を尊重

した民主党政権に、弱腰外交の一端を見ることが

できます。

　このようにふがいない民主党政権によって、命が

けの仕事が報われなかった海保ですが、実態について

あまり知られていないので、基本情報をお伝えします。

　海保の仕事は、海上における警察・消防・救急の全

てを行います。更に海洋の科学調査なども行います。

　海保が対象とする範囲は、領海（0〜12海里）＋排

他的経済水域（12〜200海里）。面積、実に448万k㎡。

これは領土の約12倍、世界第6位の広さとなります。

　海保は1万2600人、年間予算1800億円。ちな

みに、海自は44万人、年間予算1兆1000億円。

江戸川区は、3854人、一般会計予算は、2100億円。

イージス艦1隻1300億円。

　海保はいかに少ない人員、少ない予算で、広範

囲にわたり活動しているかよくわかります。

　尖閣事件を機に、海保の存在は大きくクローズ

アップされました。海保の存在が重要だと国民に

認識されました。不法な外国船による領海侵犯に

対して、まず最初に動くのは海保です。

　求人については、やはりその広すぎる守備面積

により、転勤が避けられないため、一部の人たち

を除いて人気がないそうです。装備も少ない予算

の中から捻出しているため、最新装備ばかりでは

ありません。

「もし他国の軍隊が攻めてきたら、まず真っ先に

対処するのが海保です。そして海保が全滅したあ

とにやってくるのが海自です」

　海保の中には、自分たちを最前線の全滅部隊だと、

自嘲的に認識している人もいるのです。そんな海保

の予算が年間1800億円というのはあまりにも少なす

ぎます。せめて1兆円の予算をつけて、全滅せずに

済む装備を持って、日本の海を守って欲しいのです。

◆普通の日本人にして欲しいこと
　もし少しでも日本を愛する気持ちがあるならば、

是非、日本中を旅してください。それも端から端

まで。「国境」を意識できる、民間人でも行ける

日本の最北端、最南端、最西端、最東端や対馬には、

是非行ってください。国境概念を、私はより多く

の日本国民と共有したい。

　私はまだ沖縄の離島には行ったことがありませ

ん。それでも、日本および国境に対する思いは尖

閣諸島にまで及んでいます。機会があれば、私は

尖閣諸島に行きます。何をするわけでもなく、単

なる観光であったとしても、その地を踏みしめた

ことがあるかないかで、人の意識は全然違ってき

ます。今一度、日本とはどこからどこまでを示す

言葉なのか、国境の島や国境の地域に行くことで、

ここで日々生活している日本人と会い、漠然とし

た緊張関係を実感してください。

　その地に行った体験があってこそ、領海侵犯さ

れたときに外国船籍に対して、一国民であっても

毅然とした考え方ができます。日本を愛する世論

を作ることに、大いに役立つはずです。

◆尖閣ビデオ流出事件について
　尖閣ビデオを公開する、公開しないで、国会が

揺れていた頃、11月4日に尖閣ビデオは、インター

ネット上で公開されました。公開された内容が、と

ても衝撃的だったことは言うまでもないことですが、

それ以上に私が心配したのは、ビデオを公開した人、

内部告発したその人自身の安全に関してでした。

　私は、11月6日の日記で、いち早くビデオの投

稿者である「sengoku38」を保護するように訴え

ました。

　以下、当時の私の日記です。
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

　まずは「sengoku38」なる人物に対して、勇気

を持って、国家の尊厳に関わる貴重な情報を公開

してくれたことを感謝する。

　政府が「公開しない」と言っている以上、この

ような超一級情報が、国民の目にさらされること

はなかったはずだ。本来ならば、このままお蔵入

りとなり、多くの日本国民が目にできなかった動

画であった。

　TVのニュースを見ると、どれも「sengoku38」

氏を犯人として扱い、日本の危機管理能力の無さ

を問題視している。確かに、機密情報の漏洩は、

厳罰に処すべき事項であろう。仙石由人官房長官

は、既に罰則付きの国家公務員法違反に該当する

と警告している。当然、尖閣ビデオを公開した

「sengoku38」氏は、覚悟の上の確信犯に違いない。

自らが刑事罰を受けることも覚悟して、勇気ある

行動に及んだのだ。免職だけでは済まされず、禁

固刑になるやもしれない。

　しかし、この問題の本質は、ここではない。尖閣

ビデオなる、一連の衝突時におけるビデオ情報は、

本来ならばもっと早い段階で、民主党政府が率先して、

日本国民全体に公開すべき情報であった。

　「sengoku38」氏は、国民の知る権利を妨害した

民主党政権に対して、国民の知る権利を保障すべ

く、動画を公開し、政府に異議申し立てとしたと

も解釈できる。公務員にとって、このような危険

な行為は、内発的正義感無くして、できるはずが

ない。これによって、氏は正に、刑事被告人にな

るかもしれない。それでも純粋な正義感から発せ

られた行動は、どんなに自らが不利な条件になっ

ても、その信念を揺るがすことはできない。

　民主党政権にとっては、政権意志に反して、情

報が漏洩したのであるから、この内部関係者をと

ことんまで調べて、厳罰に処するであろう。とに

かく、これから「sengoku38」氏が誰であるのか、

民主党政権によって捜査されていくことは間違い

無い。「sengoku38」氏がたとえ誰であろうとも、

私はその人物を、凡庸なマスコミ然として批判す

る気にはならない。

　今、民主党政権が真に行うべきことは、情報漏洩

の犯人さがしなどではなく、中国との関係を根本的

に見直すことである。それと同時に、事件直後に、

この尖閣ビデオを正式な形で公開しなかった、“判断

ミス”を率直に国民に対して謝罪することである。

　一義的に言えば、民主党政権こそが国民の知る

権利を勝手に奪った“犯人”なのである。それを

勇気ある人物が正し、国民に知るべき情報を提供

してくれたのだ。

　私からすれば、氏は“犯人”ではなく、“英雄”

である。英雄が内部関係者ならば、氏は多分、公

務員であろう。その公務員の職を賭してでも、こ

の情報を広く国民に公開することに、国益を見い

だしたのだ。個人的な利害関係から言えば、デメ

リットばかりの行為ではあるが、このままでは、

日本が滅んでしまうかも知れないという氏独自の

危機感が、自らの人間としての良心と照らし合わ

せて、この動画を公開させたに違いない。

　確かに、氏の行動は、公務員としては、職務上

の守秘義務違反に問われるだろう。しかし、この

場合、守秘義務違反と国民の知る権利の確保を秤

にかければ、後者の大義が大いに勝る。氏が行っ

たことは、個人情報の漏洩だろうか。国家機密を

他国に提供するなどの利敵行為だろうか。否。日

本国民を思うからこその義勇であろう。

　今回の情報漏洩は、個人情報や他国に知られて

はならない機密情報を漏洩したのとはわけが違う。

ここの違いを抑えておかないと、氏を単純に犯人

扱いとする愚行を犯してしまう。よって私の個人

的な判断では、“愛国無罪”とするのが妥当だと

考える。

　むしろ、私はこれほど重要な国家情報を、国民

に隠し続けてきた、仙石由人官房長官をはじめと

する政府関係者にこそ怒りを感じる。これは一種

の内部告発だ。

　日本には内部告発者を保護する「公益通報者保
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　どの政党であれ、地方分権を是とするならば、

地方に任せるべき政策は、極力語ることを止めて、

その分だけ数多く、国防・外交について語るべき

なのだと、私は思うわけです。

◆海上保安庁について
　尖閣諸島中国漁船衝突事件における一連の事実

からも明らかなように、日本の国境を実際に最前

線で守っているのは、海上自衛隊（以下、海自）

ではなく、海上保安庁（以下、海保）です。海保

による支那中国人船長の逮捕で、「尖閣諸島は支

那中国の領土だから、この様な対応は止めよ」と、

支那中国は抗議しました。

「船長の逮捕で外交問題化するのは必至の情勢だ。

同保安部はヂャン船長の身体を8日早朝に石垣市

に移し、取り調べを本格化させる」

　当時の新聞記事では、このように言われていま

したが、外交問題にしたいのは支那中国の主張で

あって、日本の立場ではありません。
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違法操業し、それに対して海上保安庁が適切に対応
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　しかし、結果は海保の努力むなしく、証拠とな

る衝突漁船は返してしまい、勾留延長期限が5日

間残っているにも関わらず、海保が命がけで逮捕

した船長も釈放してしまったのです。

　船長釈放の決定は、検察独自の判断であり、こ

の判断を容認し、この決定に政府は関係していな

いと仙石由人官房長官は強弁しました。

　ちなみに日本人が逮捕された場合は、被疑者の

ほとんどは最長の23日間勾留されます。同胞で

ある日本人の人権よりも支那中国人の人権を尊重

した民主党政権に、弱腰外交の一端を見ることが

できます。

　このようにふがいない民主党政権によって、命が

けの仕事が報われなかった海保ですが、実態について

あまり知られていないので、基本情報をお伝えします。

　海保の仕事は、海上における警察・消防・救急の全

てを行います。更に海洋の科学調査なども行います。

　海保が対象とする範囲は、領海（0〜12海里）＋排

他的経済水域（12〜200海里）。面積、実に448万k㎡。

これは領土の約12倍、世界第6位の広さとなります。

　海保は1万2600人、年間予算1800億円。ちな

みに、海自は44万人、年間予算1兆1000億円。

江戸川区は、3854人、一般会計予算は、2100億円。

イージス艦1隻1300億円。

　海保はいかに少ない人員、少ない予算で、広範

囲にわたり活動しているかよくわかります。

　尖閣事件を機に、海保の存在は大きくクローズ

アップされました。海保の存在が重要だと国民に

認識されました。不法な外国船による領海侵犯に

対して、まず最初に動くのは海保です。

　求人については、やはりその広すぎる守備面積

により、転勤が避けられないため、一部の人たち

を除いて人気がないそうです。装備も少ない予算

の中から捻出しているため、最新装備ばかりでは

ありません。

「もし他国の軍隊が攻めてきたら、まず真っ先に

対処するのが海保です。そして海保が全滅したあ

とにやってくるのが海自です」

　海保の中には、自分たちを最前線の全滅部隊だと、

自嘲的に認識している人もいるのです。そんな海保

の予算が年間1800億円というのはあまりにも少なす

ぎます。せめて1兆円の予算をつけて、全滅せずに

済む装備を持って、日本の海を守って欲しいのです。

◆普通の日本人にして欲しいこと
　もし少しでも日本を愛する気持ちがあるならば、

是非、日本中を旅してください。それも端から端

まで。「国境」を意識できる、民間人でも行ける

日本の最北端、最南端、最西端、最東端や対馬には、

是非行ってください。国境概念を、私はより多く

の日本国民と共有したい。

　私はまだ沖縄の離島には行ったことがありませ

ん。それでも、日本および国境に対する思いは尖

閣諸島にまで及んでいます。機会があれば、私は

尖閣諸島に行きます。何をするわけでもなく、単

なる観光であったとしても、その地を踏みしめた

ことがあるかないかで、人の意識は全然違ってき

ます。今一度、日本とはどこからどこまでを示す

言葉なのか、国境の島や国境の地域に行くことで、

ここで日々生活している日本人と会い、漠然とし

た緊張関係を実感してください。

　その地に行った体験があってこそ、領海侵犯さ

れたときに外国船籍に対して、一国民であっても

毅然とした考え方ができます。日本を愛する世論

を作ることに、大いに役立つはずです。

◆尖閣ビデオ流出事件について
　尖閣ビデオを公開する、公開しないで、国会が

揺れていた頃、11月4日に尖閣ビデオは、インター

ネット上で公開されました。公開された内容が、と

ても衝撃的だったことは言うまでもないことですが、

それ以上に私が心配したのは、ビデオを公開した人、

内部告発したその人自身の安全に関してでした。

　私は、11月6日の日記で、いち早くビデオの投

稿者である「sengoku38」を保護するように訴え

ました。

　以下、当時の私の日記です。
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

　まずは「sengoku38」なる人物に対して、勇気

を持って、国家の尊厳に関わる貴重な情報を公開

してくれたことを感謝する。

　政府が「公開しない」と言っている以上、この

ような超一級情報が、国民の目にさらされること

はなかったはずだ。本来ならば、このままお蔵入

りとなり、多くの日本国民が目にできなかった動

画であった。

　TVのニュースを見ると、どれも「sengoku38」

氏を犯人として扱い、日本の危機管理能力の無さ

を問題視している。確かに、機密情報の漏洩は、

厳罰に処すべき事項であろう。仙石由人官房長官

は、既に罰則付きの国家公務員法違反に該当する

と警告している。当然、尖閣ビデオを公開した

「sengoku38」氏は、覚悟の上の確信犯に違いない。

自らが刑事罰を受けることも覚悟して、勇気ある

行動に及んだのだ。免職だけでは済まされず、禁

固刑になるやもしれない。

　しかし、この問題の本質は、ここではない。尖閣

ビデオなる、一連の衝突時におけるビデオ情報は、

本来ならばもっと早い段階で、民主党政府が率先して、

日本国民全体に公開すべき情報であった。

　「sengoku38」氏は、国民の知る権利を妨害した

民主党政権に対して、国民の知る権利を保障すべ

く、動画を公開し、政府に異議申し立てとしたと

も解釈できる。公務員にとって、このような危険

な行為は、内発的正義感無くして、できるはずが

ない。これによって、氏は正に、刑事被告人にな

るかもしれない。それでも純粋な正義感から発せ

られた行動は、どんなに自らが不利な条件になっ

ても、その信念を揺るがすことはできない。

　民主党政権にとっては、政権意志に反して、情

報が漏洩したのであるから、この内部関係者をと

ことんまで調べて、厳罰に処するであろう。とに

かく、これから「sengoku38」氏が誰であるのか、

民主党政権によって捜査されていくことは間違い

無い。「sengoku38」氏がたとえ誰であろうとも、

私はその人物を、凡庸なマスコミ然として批判す

る気にはならない。

　今、民主党政権が真に行うべきことは、情報漏洩

の犯人さがしなどではなく、中国との関係を根本的

に見直すことである。それと同時に、事件直後に、

この尖閣ビデオを正式な形で公開しなかった、“判断

ミス”を率直に国民に対して謝罪することである。

　一義的に言えば、民主党政権こそが国民の知る

権利を勝手に奪った“犯人”なのである。それを

勇気ある人物が正し、国民に知るべき情報を提供

してくれたのだ。

　私からすれば、氏は“犯人”ではなく、“英雄”

である。英雄が内部関係者ならば、氏は多分、公

務員であろう。その公務員の職を賭してでも、こ

の情報を広く国民に公開することに、国益を見い

だしたのだ。個人的な利害関係から言えば、デメ

リットばかりの行為ではあるが、このままでは、

日本が滅んでしまうかも知れないという氏独自の

危機感が、自らの人間としての良心と照らし合わ

せて、この動画を公開させたに違いない。

　確かに、氏の行動は、公務員としては、職務上

の守秘義務違反に問われるだろう。しかし、この

場合、守秘義務違反と国民の知る権利の確保を秤

にかければ、後者の大義が大いに勝る。氏が行っ

たことは、個人情報の漏洩だろうか。国家機密を

他国に提供するなどの利敵行為だろうか。否。日

本国民を思うからこその義勇であろう。

　今回の情報漏洩は、個人情報や他国に知られて

はならない機密情報を漏洩したのとはわけが違う。

ここの違いを抑えておかないと、氏を単純に犯人

扱いとする愚行を犯してしまう。よって私の個人

的な判断では、“愛国無罪”とするのが妥当だと

考える。

　むしろ、私はこれほど重要な国家情報を、国民

に隠し続けてきた、仙石由人官房長官をはじめと

する政府関係者にこそ怒りを感じる。これは一種

の内部告発だ。

　日本には内部告発者を保護する「公益通報者保
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◆地方分権の意味
　去年の2010年に参院選挙がありました。どの

政党も「地方分権」を1つの政策的流行のように

主張します。それならば、どんなに分権しても地

方政治では扱えない国防・外交について、国政選

挙の候補者たちは語るはずなのです。地方分権と

国防・外交は両方語って一組の関係です。

　しかし、参院選挙を通じて聞こえてきたことは、

消費税の話や民主党政権に対する批判ばかりでし

た。国防・外交について、選挙戦を通じて活発に

議論の対象となったという印象がありません。だ

からこそ、「地方分権は政策的な流行に過ぎない」

と、私のような地方議員に茶化されるのです。

　地方分権を言っておきながら、まず第一に福祉

を語るなんてことは、論理の整合性から言っても

ありえません。

　親が子どもに、「あなたのやりたいように自由

に生きて良いんですよ」といいつつ、

　「高校は○○高校に行きなさい。

　　　　大学は△△大学へ行きなさい」

と言うようなものです。

　票につながりやすいと考えられている福祉・年

金・教育などが国政において真っ先に語られてい

る日本政治の不毛さによって、国防・外交が語ら

れないのと同様に、地方分権も真剣には考えてい

ないのです。

　しかし、どれほど国民の関心が少なかろうと、

国防・外交に関して論じない国会に何の意味があ

りましょうか。日本政治の危機とは、まずは眼前

の政敵となる他党を追い込むこみ、有権者の票を

より多く集めることに「しか」関心がない議員が

多すぎることです。

タバコの煙でお悩みの方は、
お気軽にご相談ください。

護法」なる法律があるが、はたしてその法律はう

まく機能するのであろうか。

　その主旨は正に、公益を確保するために、職務

違反を行った者に対して、その者の身の安全を保

証し、職務違反を行ったことによる不利益を回避

させ、仮に何らかの弁償などの責任が発生した場

合は、国なり地方自治体などの公の組織が、その

肩代わりをするなどの保証が求められる。公益確

保の度合いに応じて、報奨金などの制度があって

もいいとも思う。

　村木厚子氏を巡る一連のでっち上げ捜査なども、

内部告発があったからこそ発覚したような事件で

ある。通常、重職にある者は、重職故に、その重

職にしがみつき、大義を忘れ、目先の私益に走り、

公益を忘れた行動を犯しがちである。

　どんな職種であれ、その独善的な業界の慣例な

り、常識なりが、一般社会で通用するとしたら、

大間違いである。そこには、一般常識で考えて、

公益を優先した行動が賞賛されてしかるべきである。

　今回は、尖閣ビデオ映像による衝撃度もさるこ

とながら、このビデオを勇気ある決断によって公

開してくれた「sengoku38」氏に対して、私は最

大限の賛辞を贈る。それと共に、きっとその人物

は、自分が誰かなどは名乗りはしないだろうが、

一般生活上、この勇気ある行動によって、不利な

扱いを受けないで、これからも職務と公益に忠実

な仕事をしていただきたいと願うばかりである。

　たとえどんなに民主党政府が腰抜けだろうとも、

リクスを省みない勇気ある現場の日本人が、この

日本にはまだまだたくさんいることを、今回の尖

閣ビデオは、裏メッセージとして、我々に教えて

くれた。勇気ある日本人に続こう。少しの勇気と

行動力を持って、今の民主党政権には期待できな

い、真っ当な外交を、国民の手に取り戻そう。
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

　当時の私がどれだけ興奮して、自分の思いを訴

えていたかが、おわかりいただけたでしょう。

◆「sengoku38」に対する批判
　公務員は職務命令に基づいた行動だけが正当性

を持つのであって、どんなに義憤に駆られても独

自判断で動くことは絶対に許されない。暴力装置

（警察や自衛隊など）に所属する者ならば尚更で

ある。

　尖閣ビデオ流出事件に関する直接的なコメント

ではありませんが、作家の塩野七生氏は、軍隊を

以下のように考えています。

「日本に帰国中に読んだ新聞の記事に、自衛隊は

政治の駒か、と題したものがあった。私だったら

これに、次のように答える。そう、軍隊は国際政

治の駒なのです。そして、駒になりきることこそ

が、軍隊の健全さを保つうえでの正道なのです、と。

それゆえに、軍務に就いている人の誇りを尊重す

る想いと、その軍務は国際政治の駒であるとする

考えとは、少しの矛盾もないと思っている。」

（塩野七生「日本人へ　リーダー篇」文春新書　

P.59　「戦死者」と「犠牲者」より）

　どんなに国民の支持が多くても、駒になりきれ

なかった「sengoku38」に対する知識人たちの批

判はかなりあります。

　賞賛と批判。共に納得できる意見があり、判断

に迷った場合、私は相手の立場で考えて、正否ど

ちらかを選択します。今回の相手とは支那中国の

ことです。

　尖閣ビデオが流失して、支那中国は喜びました

か。それとも困りましたか。間違いなく後者が正

解です。尖閣ビデオの映像が、「海保の船から漁

船に衝突してきた」という支那中国の嘘を完全に

突き崩したのです。これが日本の利というもの

です。

　つまり外交原則で言えば、「相手の嫌がること

こそ正義」なのです。やはり尖閣ビデオは日本国

民に公開されて良かったのです。ここに改めて私

は、日本国民の一人として、「sengoku38」の身を

賭した勇気と行動をたたえます。

　いつ見ても、日本の国会は内政の話題ばかりです。福祉・年金・教育、どれも重要なテーマで
あることは否定しませんが、国会だからこそ、もっと国防・外交について語り合うべきでしょう。

尖閣事件に端を発して、日本の国防・外交を考える

ご 案 内
2月19日（土）　13：00～

自宅事務所にて茶話会を行います。
気軽に田中けんとお話しください。（予約制）
ご興味ある方は、事前にご連絡をください。
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